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皆様こんにちは、大阪支店のミズリーノです。
ご存知の方も多いと思いますが、私イタリアにサッカー留学したことがございます。
今でこそ期間限定(約半年)で不自由な膝ですが、
当時は目にもとまらぬスピードで、相手を切り裂きゴールを奪ったものです。
さて、そんなイタリアですが、一言でいうなれば「適当」という言葉が出てきます。
例えば、待ちわせの時間を設定すると・・・・ 日本 → 5分前行動が基本 イタリア →
1時間後行動が基本 例えば、人気のお店の開店前に例えると・・・・ 日本 →
列を作って開店まで大人しく待つ イタリア →
列って何?開いたんだからはいればええやん(入口殺到) 例えば、道を尋ねると・・・・ 日本
→ 「ああ、それならこの道をまっすぐで角を右に曲がれば」・・・無事到着。 イタリア →
「ああ、それならこの道をまっすぐで角を右に曲がれば」・・・着かない。違う人に聞くと・
・・「何言ってんだ!さっきの角は左に曲がるん
だよ」・・・着かない。さらに違う人に聞くと「それなら来た道を戻って正面の建物だよ!」
・・・到着って、さっきおあったとこやん! なんてこともしょっちゅうです。
めんどくさい程適当なそんな国ですが、魅力もたっぷり!!! 魅力は次回のお楽しみ!
【番外編】 例えば、置き引きされると・・・・ 日本 → 忘れ物を盗むとはなんと悪い奴だ!!
イタリア → うん、忘れたあんたが悪い!!
というわけで、安全神話に守られてきた日本人はターゲットとなることが多いです。
海外では、自分の身は自分で守る、自己防衛が当たり前です。
皆様も自己防衛・自己防犯の意識をお忘れなく。 防犯、監視カメラの卸販売  
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